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①事業所　所在地

４）

５）

商号

３） 設立

認証範囲

株式会社

北海道ロードサービス１）

２） 代表者

1970年（昭和45年）11月1日

資本金 発行可能株式総数

代表取締役　　千葉　敬
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８０，０００㈱

４３，２９２，５００円払込済資本

札幌市清田区清田１条３丁目７番５５号

ＴＥＬ（０１１）－８８１－０６７１（代表）

ＦＡＸ（０１１）－８８１－０２９７

郵 便 番 号   ００４－０８４１

本社

帯広市西１２条北１丁目１３番地

ＴＥＬ（０１５５）－３３－１６１２

ＦＡＸ（０１５５）－３５－０８２５

郵 便 番 号   ０８０－００４２

道東支店

北広島市大曲２８７番３号

ＴＥＬ（０１１）－５５８－０５７９

ＦＡＸ（０１１）－５５８－０５８１

郵 便 番 号   ００４－０８２１

大曲事業所

１．組織の概要

札幌市東区雁来町１７４‐９４

郵 便 番 号   ００４－０８２１
雁来中間処



②事業内容

ＴＥＬ　０１１－８８１－０６７１
ＦＡＸ　０１１－８８１－０２９７
Ｍａｉｌ　kagiya@h-road-s.co.jp

R 3 R 4 R 5

8,280

44従業員数

総敷地面積

床面積

下請工事

合計

建
設
業

元請工事

兼業事業

121,894

251,860

７） 事業の規模

売
上
高

(

千
円

) 928,221

６） 環境管理責任者

2021.8～2022.7
２０２３年度

2022.8～202３.7
項目

２０２２年度

⑦下水道調査・修繕業務

⑧一般土木工事業

⑨資材販売業

②道路清掃業務

⑥薄層カラー舗装工事業
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２０２１年度
2020.8～2021.7

常務取締役　鍵谷　路郎

40 46

377,291 552,461 599,814

150,991 123,900

216,391

831,855

①道路区画線・道路標示設置工事業

938,099

303,573

8,280 35,572

929 929 1,579

１．組織の概要 -- 2

③道路除排雪業務

④鋼構造物塗装工事業

⑤標識設置工、その他とび・土工・コンクリート工事業



建設業許可 許可番号 北海道知事許可（特-30）石 第００６０１号

許可範囲 土木工事業
とび・土工工事業
舗装工事業
塗装工事業

有効期間 平成３１年２月１３日～令和６年２月１２日

産業廃棄物業許可
[産業廃棄物処分業]

許可番号 札幌市　第05120006919号

許可範囲 処分業　天日乾燥　汚泥

許可年月日平成３１年４月２３日

有効期限 令和６年３月１８日まで

許可番号 北海道　第00120006919号

許可範囲 処分業　天日乾燥　汚泥

許可年月日令和元年１０月１８日

有効期限 令和６年１０月１７日まで

[産業廃棄物収集運搬業]

許可番号 北海道　第0010006919号

許可範囲 汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず
木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず
コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい
がれき類。積替保管なし

許可年月日令和５(２０２３)年８月１１日

有効期限 令和１０(２０２８)年８月１０日まで

８） 許可・登録・認定関連
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１．組織の概要 -- 3



一般廃棄物業許可
[一般廃棄物収集運搬業]

許可番号 札清一廃抜根許可　第222号

許可範囲 伐採物・抜根等の収集運搬に限定

許可年月日平成２３年６月２４日

有効期限 令和７年６月２３日まで

毒物劇物一般販売業登録
登録番号 札保医登録（毒劇）第２０９６号

有効期限 令和１０年09月15日まで
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１．組織の概要 -- 4



東雁来中間処理施設

道東支店

本社

大曲事業所

本社

大曲事業所

道東支店

９） 所在地位置図

１．組織の概要 -- 5
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東雁来中間
処理施設



2023.7現在

2022.11変更

2023.10変更

[営業・事務・兼業事業] [建設業] [兼業事業] [営業・事務]
資材販売業 道路区画線・道路標示設置工事業 道路清掃業務

道路除排雪業務 下水道調査・修繕業務

鋼構造物塗装工事業 道路除排雪業務

標識設置工、その他とび・土工・コンクリート工事業

薄層カラー舗装工事業

一般土木工事業

- p6 -

代表者（社長）

千葉 敬

１．環境経営方針の策定

２．経営資源の準備

３．代表者による全体の評価と指示

４．環境経営レポートの承認

５．環境経営目標及び環境経営計画の承認

EA21責任者

鍵谷 路郎

１．EA-21システムの確立、実施推進、維持管理

２．環境への負荷及び取組への自己チェックの実施

３．環境経営目標及び環境経営計画の策定

４．環境経営レポートの作成

５．EA-21に関する実績把握と報告

EA21事務局

高橋 利之

古沢 靖博

１．EA-21責任者の補佐業務

２．環境関連法規の取りまとめ及び順守状況確認

３．教育、訓練計画の策定と実施（緊急時対応訓練・テスト含

む）

４．環境文書類の作成、管理

５．その他EA-21に関する業務

本社・事務営業

１．部門の環境活動計
画の実施・推進

２．問題点の是正処置

道東支店

１．部門の環境活動計
画の実施・推進

２．問題点の是正処置

大曲事業所

（東雁来中間処理施設）

１．部門の環境活動計
画の実施・推進

２．問題点の是正処置

２．推進組織図



制定日 令和 5 年 ８ 月 １ 日

株式会社北海道ロードサービス

代表取締役社長　千葉　敬

３） 当社の事業活動において環境に与える影響を削減するため、

調和を目的とし、資源の節約及び有効活用・環境汚染予防に

当社は、基本理念を実現するために環境経営目標と環境経営

基本理念

行動指針

株式会社北海道ロードサービスは、企業活動と地球環境の

計画を定め、継続的な環境負荷の低減に努めます。

１）

２） 当社の事業活動に関わる環境関連法規及びその他の環境関

連要求事項を遵守します。

「積極的」に取組み、人間社会の責務として「向上心」をもっ

て、持続的発展可能な社会の実現を目指します。

- p7 -

に周知すると共に、社会にも公表し、取り組んでいきます。

次の事項に対して優先的に取り組みます。

①

②

③

④

４） この理念と指針を実現するために行動計画を策定し、全社員

二酸化炭素排出量の削減

環境配慮製品の利用推進

廃棄物量の低減推進

環境貢献活動の推進

３．環境経営方針



化石燃料の使用量削減
① 工事車両におけるエコドライブの促進と燃費向上
② 主要工事において、ゼロカーボンへ資する対策を行う
③ 未使用時の暖房器具の消火徹底
④ 一般車両についてハイブリット化を促進

実施スケジュール 常時

担当責任者 鍵谷

総電気使用量削減
① 空調設備の温度管理、運転時間の管理
② 不必要な場所の照明ＯＦＦ徹底
③ 照明のＬＥＤ化推進

実施スケジュール 常時

担当責任者 古沢

建設資材の環境配慮製品への移行
① 有害物質含有材料の削減

実施スケジュール 常時

担当責任者 古沢

事務用品の環境配慮製品への移行
① コピー用紙の再生紙・森林認証紙への移行
② エコマーク・グリーン購入法対象商品の優先購入の推進

実施スケジュール 常時

担当責任者 落合

事業系一般廃棄物の削減
① ペットボトル、空缶、弁当の容器をリサイクルへ
② 紙ごみの全リサイクル化
③ 分別管理の徹底

実施スケジュール 常時

担当責任者 辻

産業廃棄物の資源化率
① 鉄以外の再資源化できる製品を選択していく
② 廃棄物量を削減出来る工法を選択していく

実施スケジュール 常時

担当責任者 鍵谷

環境保全の取組の実施
① 敷地周辺・現場での地域清掃等、ボランティア活動の実施

実施スケジュール 常時

担当責任者 千葉

① 水使用量の削減

洗車時の節水　蛇口確認の徹底
② 化学物質の適正管理

購入量・在庫量の月末数量管理（基本使い切りなので在庫は発生しない）

３） 廃棄物量の低減推進
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１） 二酸化炭素排出量の削減

２） 環境配慮製品の利用推進

４） 環境貢献活動の推進

5） その他

４．環境活動計画



１） 環境目標及び実績
対売上比＝CO2排出量/売上高

※　来期以降目標から除外する項目

一般廃棄物は少量であることから目標から除外する

※　来期以降目標から目標値を変更する項目

※　計画対象外の項目

化学製品については、入札による受注によって発注者から使用量を指定されているため計画対象外とした

+50.0% 50.0% +50.0%

-30.7%

105%

産業廃棄物 kg 工務 408,826    

103%一般廃棄物 kg 工務 147          

81% 82%441.5 P 432.7 P 98% 334,273    

0.2 P 0.2 P
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産業廃棄物再
資源化率

kg 工務 37.6% 40.0% +2.4% 9.3% -28.3%

+100.0%

廃
棄
物
量
低
減

循環式ブラスト
工法

％ 工務 0.0% 50.0%

356.4 P

497.6 P 487.6 P

31.5 P 30.9 P

98% 153          0.2 P

kg 工務 3.000 4,485 13,455      14.5 P 14.2 P

98% 66,404      41,506      

118%

98% 414,900    442.3 P 89%

120%

127% 130%

98% 5,357        16,071      17.1 P

91%

140% 143%44.2 P

26.7 P 26.2 P 98% 12,797      31,865      34.0 P灯油 L 総務 2.490 10,651 24,711      

80%

ガソリン L 総務・営業 2.320 22,304 51,744      55.9 P 54.8 P

369.1 P 361.7 P 98% 104,916    270,683    288.6 P

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

軽油 L 工務 2.580 132,470 341,773    

環境目標項目 単位 主要部門
排出
係数

総務 0.574 48,676      29,132      

CO2排出量 kg-CO2 － 218,586 460,814    

電力 kWh

現場LPG

産業廃棄物-取扱いの70%は清掃業務から発生する汚泥であり、受注量により取扱いが増減し、再資源化率の向上は自助努力では困難であることから目標を売上高対取扱量に変更する

清掃業務で使用する水は発注先である札幌市等からの提供されるもので、その他は生活用水で少量なため計画対象外とした

実績

2022.7末値
CO2排出量
（kg-CO2）

対売上比
売上比 基準値比 2023.7末

CO2排出量
（kg-CO2）

対売上比
基準値比

基準値 目標値

目標比
926百万円 938百万円

98% 23,610      54,775      58.4 P 104% 107%

78%

５．環境目標・実績



※　来期以降目標から除外する項目

環境配慮製品では、購入商品は概ね対象品となっており、社内の定着化も図られてきたことから目標から除外する

- p10 -

4 件 100%

環境教育 回 全社 1 件 1 件 1 件 100%

338,958 円

環
境
貢
献
活
動
推
進

ボランティア活
動

件 全社 5 件 4 件

エコマーク商品 ％ 総務

目標比

環
境
配
慮
製
品

利
用
推
進

 グリーン商品 97,064 円

81% 80%

 グリーン商品

2022.7末 使用量 比率 2023.7末 使用量 比率

233,931 円

69% 86%

 全商品 119,784 円  全商品

環境目標項目 単位 主要部門

基準値

目標値

実績



２） 環境3カ年目標
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５件 １０件 １５件

売上比率の現状維持

①橋梁塗装工事のうち塗装面
積1000㎡以上の案件について
循環式ブラスト工法を提案する

②毎年取組み計画の実施

③毎年の取組み状況の記録

①業務量や内容により大きく変
動する為、適正処理を行う

５．環境保全
取組の推進

環境保全取組実施

勉強会０回
清掃ボランティ

ア３回

環境勉強会
１回

ボランティア
４回

環境勉強会
１回

ボランティア
4回

環境勉強会
１回

ボランティア
4回

の維持管理有害物質含有
材料

8,042kg

①教育訓練の実施

①循環式ブラ
スト工法の提案

数

使用時の管理

①有害物質含有材料使用量

　徹底

売上比26.7 P

48,676 KWh 　間の管理

売上高比率
3% 削減

売上高比率
4% 削減

①未使用時の暖房器具の消火

10,651 L

　ゼロカーボンへ資する取組

売上高比率
2% 削減

売上高比率
3% 削減

売上高比率
4% 削減

①空調設備の温度管理、運転時

５．環境目標・実績 -- 2

実  施  項  目取組み項目
基準年2022年

2023年 2024年 2025年
926百万円

１．二酸化炭
素排出量の
削減

総電気使用量

売上比31.5 P
②不必要な場所の照明ＯＦＦ徹底

②灯油

売上高比率
2% 削減

③照明のLED化推進

①ガソリン・軽油

売上高比率
2% 削減

売上高比率
3% 削減

売上高比率
4% 削減

①エコドライブ教育と実施

154,774 L ②主要工事において

売上比425.0 P

４．建設業に
係る目標

２．化学物質
の使用抑制

①産業廃棄物
の管理

334,273 kg

売上比357.5 P

３．廃棄物排
出量の削減

①建設資材



①　結果

CO2排出量比（エネルギー別）

排出係数 電力（auでんき-平成３０年度公表値：0.574）

電力（北海道電力-平成３０年度公表値：0.656）

その他（環境省-温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度より）

× =

化石燃料の使用量削減

業務用一般車両についてハイブリット車使用促進を行いました。

2022.7　全車両45台中5台　利用率　11.1% →2023.7　全車両49台中8台　利用率　16.3%　

総電気使用量削減

自動OFFタイマーの設定、及びエコモードによる自動28度設定

照明器具の積極的消灯を全社員に通達、実践を事務局でチェック

省電力製品への置換え（エアコン等）

②　評価
Co2排出量は基準値に対して軽油ので大きく削減ができたことと、売上高の増加もあり

目標比55.45Pの減となりました。

しかし、軽油を除いたエネルギーは目標値を上回る結果となってしましました。

特に電力は当期に大曲事業所を設置していることにより使用量増となりました。

3.000 LPG密度:2.033[kg/m3] 6.099 [kgCO2]

- p12 -

0.574

合計 497.7 P 487.7 P 442.3 P

電力 31.5 P 30.9 P 98% 44.2 P 143%

2.490

LPG(kg) 14.5 P 14.2 P 98% 17.1 P 120% 3.000

灯油 26.7 P 26.2 P 98% 34.0 P 130%

80% 2.580

ガソリン 55.9 P 54.8 P 98% 58.4 P 107% 2.320

軽油 369.1 P 361.7 P 98% 288.6 P

１） 二酸化炭素排出量の削減

売上高（百万円）

基準年=926

エネルギー

対売上比=CO2排出量/売上高 実績年=938

2022.8～2023.7

基準 目標 基準比 実績 目標比 排出係数

６．環境活動結果・評価・次年度の取組内容

軽油, 

288.6

ガソリン, 

58.4

灯油, 34

LPG(kg), 
17.1

電力, 

44.2

CO2排出量構成比率

0.0 P 100.0 P 200.0 P 300.0 P 400.0 P

軽油

ガソリン

灯油

LPG(kg)

電力

CO2排出目標・実績対比

実績 目標



①　結果

コピー用紙の再生紙・森林認証紙への移行

コピー用紙購入分を全て再生紙に変更ずみ

エコマーク・グリーン購入法対象商品の優先購入の推進

購入する事務用品は概ねエコマーク・グリーン購入法対象への転嫁が進んでおり、

利用率は86%を達成している。

②　評価
社内の意識醸成も進んでおり目的は達成できていると思われる。 

①　結果

事業系一般廃棄物の削減

ペットボトル、空缶、弁当の容器を全量リサイクル業者へ提供ずみです。

紙ごみの全リサイクル化

段ボール、シュレッターごみ、雑紙類は再生業者へ持込し、一般廃棄物の全体量の

低減を図っております。

産業廃棄物の削減

当期産業廃棄物の取扱量は基準値ならびに目標値比大きく減少しております。

尚、当社で取扱う産業廃棄物の70%は清掃業務に伴う汚泥で占められることから

取扱量は受注動向左右されております。

②　評価
上記の通り、廃棄物の低減は目標達成となっておりますが、

当社で取扱う産業廃棄物の大部分が汚泥であることから、自助努力において

再資源化率の向上は難しい状況にあります。

また、業務の多様化に伴う売上構成の変化があり、売上比Pでも単純比較はできません。
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３） 廃棄物量の低減推進

６．環境活動結果・評価 -- 2

２） 環境配慮製品の利用推進



①　結果

環境保全の取組の実施

敷地周辺・現場での地域清掃等、ボランティア活動により環境教育を実施

札幌市清田区とのアダプトプログラムに平成24年度より参加継続中

毎月1回行っている本社近郊の歩道清掃作業（写真は5月）

ボランティアの取組の実施

2022.8.1　幌延町町道清掃 2022.9.8　'南富良野町　幾寅地区道路清掃

2022.11.14 真狩村村道清掃 2023.1.19　富良野市
ぶどうヶ丘線路肩草刈り

②　評価
ボランティアについては毎年計画通り行えている状況となっています。

このまま順調に行っていけるよう努力して参ります。
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４） 環境貢献活動の推進

６．環境活動結果・評価 -- 3



①　二酸化炭素排出量の削減について

エネルギー削減はエコドライブ主体で実施しておりましたが、近時は一般車両について

ハイブリット車への転換を進めている。

業務用車両ではハイブリット対応は難しく、使用量については受注高とは別に降雪量などの

自然環境に大きく左右されることが多くあるが、エコドライブ推進を継続して実効をあげる。

現在、当社では橋梁塗装業務の受注拡大を図っていることから、前年比や売上高比較における

判定はまだ参考にはならないが、実績を積み上げて効果測定を行う。

二酸化炭素排出量の削減は大きな項目であり、全社員の意識向上を図り、全社を挙げて

取組みを行う。

②　化学物質の使用抑制について
使用材料は発注側から品目数量が指定されることから、自社におけるコントロールが難しく

在庫も保有しないことから使用時は適切に管理することを目標にする。

③　産業廃棄物排出量の削減
当社の取扱う産業廃棄物のうち70%は清掃業務により発生する汚泥であり排出量は業務量に

比例し再資源化も自助努力では難しいことから、対売上比による管理として適正管理を行う。

④　建設業に係る目標について
昨年度から導入した橋梁塗装工事における「循環式ブラスト工法」についてのノウハウも蓄積

されてきたてことから、業界全体の廃棄物削減を目指し発注先への提案増加を行う。

今後もこうした新工法の積極採用により産廃量削減に向けて努力を重ねる。

⑤　環境貢献活動の推進
環境保全を目的とした道路清掃などのボランティア活動は定着化が図られてきており、今後も

積極的に活動し地域貢献を進めたい。

⑥　その他
一般廃棄物の分別・削減の徹底する

洗車時の節水や蛇口の確認により水資源の削減を図る

化学物質の適正管理

購入量・在庫量の月末数量管理（基本使い切りなので在庫は発生しない）
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５） 次年度の取組内容

６．環境活動結果・評価 -- 4



１） 環境関連法規等の遵守状況

バックホウ作業実施の届出 ―バックホウ作業実施の届出
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遵守状況：○=遵守確認、△=不備有り+是正済み、×=不備有り+是正中、―=対象なし

札幌市廃棄物条例
2023.5札幌市へ報告

2023.5札幌市へ報告

○

○一般廃棄物収集運搬実績報告

北海道への変更届（役員）

○

委託者からの返送期間の確
認

北海道循環型社会推
進条例

状況の確認と記録 ○

産業廃棄物処理実績報告

北海道公害防止条例 産業廃棄物処理実績報告

全車両への表示確認

○

○

○

―

マニフェスト伝票の管理

2023.5札幌市へ報告 ○

2023.5北海道へ報告

事業場外保管の届出 産廃の事業場外保管届出 ―

○

札幌市への変更届（役員）

○

○

○

2023.5北海道へ報告

各許可の更新

処理項目等の変更許可

○

○

関連法規 主な法規制等の項目

委託契約書の締結

許可の更新

変更の許可

収集運搬車の表示

変更の届出

廃棄物処理法

備考遵守遵守事項

5年間の原本保管

返送期間超過の報告 ―

5年間の原本保管

建設リサイクル法

発注者への再資源化完了の報
告

完了の報告の確認

北海道公害防止条例

騒音規制法 特定建設作業の届出
コンプレッサー：2基

北海道公害防止条例

2020.9=2基届出済

コンプレッサーの騒音規制基準 指定地域ごとの騒音基準

委託先処分状況の確認

分別解体等の計画の説明

対象建設工事の確認

特定建設資材の確認

対象建設工事1件

○

○

対象特定建設資材の確認 ○

計画の説明の確認 ○

○

７．環境関連法規等の遵守状況及び違反、



２） 違反、訴訟等の有無

・環境関連法規に対して違反は有りませんでした。

・関係機関からの訴訟等はありませんでした。

・外部からの環境に関する苦情や要望はありませんでした。

フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関
する法律

業務用エアコン
簡易点検

３ヶ月毎に１回
（全ての第一種特定製品）

―

―

道路運送車両の保安基準

○

○

労働安全衛生法

ボイラー及び圧力容
器安全規則

液化石油ガス保安規則

コンプレッサー定期点検
第二種圧力容器の年1回の
定期自主検査及び3年保存

道路運送車両法
消火器の設置

危険物・ガスを運送する自動
車への消火器の設置義務

〇

北広島市火災予防条
例

○

○
危険物の規制に関す
る規則

少量危険物の表示

危険物・高圧ガスの混載禁
止

○
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液化石油ガスの運搬基準

１回／年（50kW以上）

―１回／3年（7.5kW以上）

○

排出者基準
―

消防法

危険物の規制に関す
る政令

○

札幌市火災予防条例

遵守事項関連法規 主な法規制等の項目

○

遵守 備考

危険物規制の政令

札幌市危険物規制規則

塗料・シンナー等危険物保管、
取扱い基準

指定数量未満の厳守 〇

少量危険物の届出 ○

指定数量未満の厳守
○

少量危険物の届出 ○

少量危険物の表示

指定数量以上の運搬車両
への標識「危」

緊急防災工具の搭載 ○

イエローカード搭載 ○

警戒標「高圧ガス」の表示 ○

LPG=300kg以上保管の届出 ○

仮貯蔵等の届出・承認 ―

―
廃自動車リサイクル法 排出者基準

―

―

業務用エアコン 定期点検

水質汚濁防止法
公共水域への油流出に関する
措置・報告 ―

廃家電リサイクル法

施設の防火基準 定期点検、消防署へ報告

液化石油ガス保安規則

屋内貯蔵所の許可 ―



令和5年７月期は売上増となり、全体のCO2排出量は基準値比45,914(Kg-Co2)の削減ができました。

今後もエコ運転はもとより、使用車両のハイブリット化や節電機器の積極採用により、更なる削減を

目指します。

産業廃棄物削減では受注高や業務内容の変化により、基準値比74,553Kg 売上比85.1Pの減少と

なりました。取扱量の70%は汚泥であり、量は受注動向に左右され再資源化も自助努力では困難

であることから売上高対取扱量の管理に変更致します。

役職員に対するエネルギー使用量削減についての指導や循環式ブラスト工法推進など新技術の導入

による削減努力を継続しており、一定の効果が認められる事になったものと感じております。

化学物質使用量では前年比381.09Kgの削減ができましたが、発注者から材料や数量の指定があり

社内における数量管理は難しく在庫もないことから、今後は現在の管理方法を持続することに致します。

エコマーク用品使用率は目標比86%の実績となり定着化が図られてきたと考えます。

環境保全の取組では清掃ボランティア4回実施、職員に対する啓蒙でもアダプトプログラム活動への

参加により意識醸成が図られたものと感じております。

尚、次年度目標では　①　建設業に係る目標を掲げ橋梁塗装工事における循環式ブラスト工法導入

の提案件数増を目指します。

②　環境配慮製品の利用促進は購入品が概ね対象品となり社内の定着化も図られたことから除外します。

③　一般廃棄物は取扱量が少量であることから目標から除外します。

全体的に環境配慮に対する役職員の意識向上が進んでおり、今後も目標達成に向けて取組強化を

図りたいと考えております。

令和　5　年　１0　月　１　日

（令和4年8月～令和5年7月）年度

株式会社北海道ロードサービス

代表取締役　千葉　敬
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８．代表者による評価


